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国 際 数 理 物 理 連 合 (International Association on 
Mathematical Physics)がカナダ・モントリオールのマ
ギル大学(McGill University)で開催した国際研究集会
「The XIX International Congress on Mathematical 
Physics 」 (ICMP 2018) の 「 Young Researchers 
Symposium」(YRS)に参加し，研究の成果発表（講演タ
イトルは「On the eigenvalue embedded in the spectral 































点条件の３つ組のことを指す．この手法は 1936 年に L. 













は 2 種類あり，ひとつはジグザグ型に特化した E. 
Korotyaev 氏と I. Lobanov 氏によるもの(2007 年)，も
うひとつは型にとらわれない P. Kuchment 氏と O. Post


















作用素のスペクトルは以下の 3 つの部分の和集合となる． 
① 可算無限個の有界閉区間の和（バンド構造） 
② 多重度無限大の固有値（フラットバンド） 
③ 不純物の影響に伴うバンド内の埋蔵固有値 
特筆すべき点は，不純物のない周期構造を持った分子の
場合に見られない固有値の存在で，しかもそれがスペク
トルギャップではなくバンド内にも発生し，埋蔵固有値
を構成することである．ICMP2018YRS では，さらにバ
ンド内の埋蔵固有値の個数に関する評価についても報告
を行った．証明は，不純物の配置の特殊な対称性を利用
した簡易作用素を構成して行った．本研究内容は，当該
国際会議やその他の研究集会において参加者と行った議
論をもとに執筆内容を再確認し，数学誌に投稿する予定
である． 
 
 
 
 
